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歴史文化保存展示施設専門検討委員会 第 2 回展示部会 

意見要旨《発言順》 

 

 

報告(1)「世界こども美術館と小学校とのヒアリングについて」 

No. 内容 

1 質問 

 
中学校とのヒアリングはなかったか。今後、実施するのか。 

回答 

 

中学校はカリキュラムの都合上、校外学習は難しいため実施

をしていない。ただ、小学校とのヒアリングにおいて、中学校

でも出前授業は有効であるとの意見があった。 

2 

 

意見 

 

博物館において、小学生に一方的に教えるのではなくて、子

どもたちが疑問に感じたことに応えられることが重要である。

子どもたちの疑問を大切にする必要がある。 

3 意見 

 

現状では浜田郷土資料館においては、小学校からの要望に十

分に応えられる状況にない。民具学習におけるスペースの問題

があり、2 階を臨時展示室にして対応している。 

小学 3 年生に対しては、展示物によほど興味を持ってもらう

ように仕向けないといけない。民具に触れさせてはいるが、破

損への注意が大変である。 

4 意見 

 

島根県埋蔵文化財調査センターにおいても、文化財こども塾

を開催しており、小学校低学年にはものづくり、高学年には同

時代における地域と全国の比較を実施したりしている。内容に

ついては、学校との協議が不可欠であり、十分な計画が必要で

ある。 

学校に関して言えば、最近は PTA でも研修会などがあり、親

子で学ぶという視点も重要と思われる。 

5 意見 

 

学習指導要領をしっかり踏まえる必要がある。来年度から

GIGA スクールも始まるため、博物館としても用意が必要だろ

う。 

 

 

 

 



 

 

 

議題(1) 「歴史文化保存展示施設の展示テーマ・構成について」 

No. 内容 

1 意見 

 

「展示テーマ」については、A 案がよい。展示内容には日本

遺産にもなっている神楽があったほうがよい。通史展示では、

浜田市全体を知っている人が必要であり、新規学芸員をサポー

トする体制も重要であろう。 

なお、企画展については、他の博物館などは 2～3 名の学芸員

で実施しているため、1 名体制では不安である。 

また「物」で見せるものと「映像」で見せるものとを区別し

て考える必要もある。 

2 

 

意見 

 

学芸員ももちろん重要ではあるが、学校利用を考えた場合、

教員の熱量も重要である、教員に対する研修なども、早い段階

から実施したほうがよい。 

3 意見 

 

「展示テーマ」は A 案がよい。企画展で C 案の要素を取り入

れたらよい。B 案の人物については、映像コンテンツでもでき

る。また、パネルにすれば廊下でも展示ができるだろう。 

4 意見 

 
小学校で人物学習をするため、「展示テーマ」B 案は使える。 

5 意見 

（小松原） 

「展示テーマ」A 案がよい。県外の方も来られるので、通史展

示は不可欠である。 

6 意見 

 

通史展示は必要と思う。ただ、通史も切り口・視点によって

変わるので、検討は必要である。 

「企画展示・更新の考え方」では、c 案は難しい。a・b 案が現

実的であろう。 

7 意見 

 

「企画展示・更新の考え方」では、a 案がよいと思う。ただ、

企画展がないときに企画展示室を閉めておくのは、もったいな

いので、企画展示室を凖常設展示室的な性格として捉え、通史

には載らない神楽や人物などを展示し、特別企画展の際に企画

展示室全体を利用すればよいと思う。 

8 意見 

 

常設展示品をピックアップして、企画展示をするなら、「企画

展示・更新の考え方」の b 案でもよいと思う。 

a 案であれば、仕切りを可動式にしたほうがよい。 

9 意見 

 

「企画展示・更新の考え方」b 案は、企画展示替えの際に施設

を閉館とする必要がある。a 案なら常に常設展は見てもらえる。 



 

 

10 意見 

 

「企画展示・更新の考え方」a 案がよい。仕切りがあると、壁

面積も増えてパネル展示等の幅も広がる。 

11 意見 

 

企画展示は通常、別料金をとるため、別部屋となる「企画展

示・更新の考え方」a 案が望ましい。 

12 意見 

 

「企画展示・更新の考え方」a 案で、可動式の仕切りとすると、

企画展に合わせて常設展示も変動するデメリットがある。 

13 意見 

 

常設展示の変動で困るのは「物」にこだわるからであり、変

動分は映像などでカバーする新しい形が求められる。 

14 意見 

 

常設展示の変動があれば、学芸員も困ると思う。少人数の体

制であればなおさらである。常設展示は固定であるべきである。 

15 総括 

 

「展示テーマ」は A 案。「企画展示・更新の考え方」は a 案が、

おおむねの意見である。企画展示に関しては、「展示テーマ」C

案をベースにし、話題性のあるものなどを取り入れるなどすれ

ばよいと思う。 

今後は具体的な展示の方法や空間の使い方など、委員がこれ

らの手法の共通認識を持ったうえで、議論が進めばよいと思う。 

 


